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在を失うのは組織としても大きな痛手であることはいうまでもありません。しかし、残された私たちは中山先

生の意志を決して絶えさせず、今後も精進していかなければならない使命を負っていることを強く自覚しなけ

ればならないと思っています。このような決意とともに、今後も名誉教授としてご助言を頂くことを期待しな

がら、送別の辞とさせて頂きたいと思います。

　中山先生、長きにわたり、ありがとうございました。
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社会問題研究編集規定
2016年12月18日改訂

１．本誌は、大阪府立大学人間社会システム科学研究科社会福祉学専攻（本専攻）の教員および大学院生等の

研究発表あるいは内外の資料の紹介のためのものである。

２．１年度に１度発行する。

３．本誌に第１著者として投稿できるのは、本専攻の専任教員、同じく博士後期課程在籍中の大学院生、およ

び編集委員会が認めた者とする。

４．投稿原稿の採否は編集委員会が決定する。

（院生による投稿は、当該院生の指導教員の推薦を必要とし、その内容の専門分野に精通した複数の教員

による査読を経る。）

５．投稿原稿は、所定の執筆要項にしたがうこと。

６．編集委員会は、２名以上の専任教員（教授１名を含む）をもって構成し、掲載原稿を電子的な手段で配布

する権利を有するものとする。また、掲載文は、編集委員会の議を経た上で、原則としてすべて大阪府立

大学学術情報リポジドリで公開されるものとする。

７．本専攻の教授が定年退職をし、且つ、名誉教授になる場合、編集委員会は、専攻会議における決定をえた

うえで、当該教授の退職記念号を刊行することができる。

執筆要項
2016年12月18日改訂

１．投稿原稿は、未発表のものとする。

２．１編の投稿原稿の長さは、図表、注、引用文献、参考文献を含めて、原則として16000字以内とする。ただ 

し、研究分野の性質に考慮する。

３．投稿する原稿の執筆にあたっては、以下のことに留意すること。

（1）ワープロまたはパソコンで作成し、縦置きA4用紙に横書きで、1600字（40字×40行）で印字した原稿

を３部提出する。

（2）原稿には表紙をつけて、①日本語と英文のタイトル、日本語と英文のすべての筆者名と所属、②投稿原

稿の種類（論文、研究ノート、資料解説、翻訳資料、講演論文、書評等から選ぶ）、③審査結果やゲラ

の送付のため連絡先（郵便番号、住所、電話番号、メールアドレス）を記載すること。また、論文、研

究ノートの場合、④日本語要旨（400字以内）と日本語キーワード（５語以内）、⑤英文要旨（200語以 

内）と英文キーワード（５語以内）を記載する。

（3）図表は文中に挿入せず、別の用紙に記載し、本文に挿入箇所を明記すること。なお、図版、挿画の著作

権許諾（複製権、公衆送信権を含む）に関わる責任は投稿者が負うこととし、責任が明示されない場合

は掲載に至らないこともある。

４．引用文献および参考文献の書式は、社会福祉学（日本社会福祉学会）等、内外の社会福祉及び関連学術団

体の書式に準拠していなければならない。

５．著者の肩書

（1）専攻教員は「大阪府立大学人間社会システム科学研究科」。「社会福祉学専攻」はいれない。

（2）大学院生は単に「大阪府立大学大学院生」とする。課程はいれない。
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（3）上記以外の場合、著者の指示に従うが、原則として研究科までの記載で揃える（これ以下の所属組織は

記載しない）。

６．英語のメインタイトルとサブタイトルそれぞれの最初の文字のみ大文字。地名や固有名等は必要に応じて

大文字。メインタイトルとサブタイトルの間には半角のコロン「：」をいれる。コロンとサブタイトルの

間は半角空ける。

７．著者の英語の肩書

（1）専攻教員 Osaka Prefecture University

（2）大学院生 Graduate student, Osaka Prefecture University
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社会問題研究第66号編集委員会

編集委員長　吉武信二（社会福祉学専攻主任）

編 集 委 員　伊藤嘉余子（社会福祉学専攻紀要委員）
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